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秦
野
の
財
産
と
特
色
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を

福
祉
的
観
点
か
ら

市
営
住
宅
の
募
集
を

表
丹
沢
登
山
の

安
全
対
策
を
充
実
せ
よ

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
構
築
を

経
営
感
覚
を
持
っ
た
行
政
運
営
を

生
ご
み
処
理
機
﹁
キ
エ
ー
ロ
﹂
の

普
及
促
進
が
ご
み
減
量
の
決
め
手

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
秦
野
産
材
を
生
か
し
た
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
︵
そ
の
２
︶

問　
県
森
林
組
合
連
合
会
の
事
務
所
が

本
市
の
菖
蒲
地
区
に
移
転
す
る
が
、
経

済
効
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
内
に
木

材
の
製
材
か
ら
乾
燥
ま
で
を
一
貫
し
て

行
え
る
生
産
施
設
は
あ
る
か
。

答　
木
材
加
工
施
設
な
ど
の
進
出
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
積
極
的
に
誘
致
を
図

り
、
経
済
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、

市
内
で
一
貫
し
て
生
産
で
き
る
施
設
は

な
く
、
市
外
に
頼
る
状
況
で
あ
る
。

要
望　
秦
野
産
材
を
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
会

場
施
設
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
市
内

で
木
材
を
一
貫
し
て
生
産
で
き
る
施
設

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
地
域
公
共
交
通
の
安
定
的
な
維
持

・
確
保
に
つ
い
て

問　
上
地
区
乗
合
自
動
車
の
ダ
イ
ヤ
改

正
や
停
留
所
新
設
の
概
要
は
ど
う
か
。

答　
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
西

中
学
校
の
始
業
時
間
に
合
わ
せ
て
ダ
イ

自
民
・
新
政　
　
　
小
菅　
基
司

一　
表
丹
沢
登
山
の
安
全
対
策
に
つ
い

て問　
遭
難
事
故
の
発
生
時
に
、
市
職
員

で
構
成
す
る
市
職
員
登
山
者
遭
難
捜
索

隊
は
、
警
察
署
長
の
指
揮
下
で
、
警
察

署
や
消
防
署
の
救
助
隊
と
と
も
に
捜
索

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
横
溝　
泰
世

一　
公
営
住
宅
法
︵
市
営
住
宅
条
例
︶

に
基
づ
く
﹆
市
営
住
宅
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て

問　
終
戦
直
後
の
４
２
０
万
戸
と
推
定

さ
れ
る
住
宅
不
足
は
、
大
量
供
給
を
前

提
と
し
た
緊
急
課
題
政
策
と
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
な
ど
の
住
宅

を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、

住
宅
困
窮
者
へ
の
住
宅
政
策
と
し
て
、

憲
法
第
25
条
の
理
念
で
あ
る
生
存
権
の

実
現
の
た
め
、
公
営
住
宅
法
が
成
立
し
、

各
種
整
備
が
行
わ
れ
た
。
本
市
の
市
営

住
宅
は
３
２
０
戸
か
ら
現
在
２
３
０
戸

民　
政　
会　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
行
政
評
価
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
度
の
市
税
収
入
は
28
年

度
と
比
べ
、
２
億
円
ほ
ど
減
る
厳
し
い

状
況
下
、
将
来
に
投
資
す
る
人
材
育
成

は
重
要
と
考
え
る
。
28
年
11
月
の
行
財

政
調
査
会
の
報
告
で
﹁
戦
略
的
な
人
材

育
成
﹂
を
す
べ
き
と
の
行
政
評
価
報
告

が
な
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
人
材
育
成
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
努
力
し
た
職
員
に
一
層
報
い
る
新

た
な
人
事
評
価
制
度
の
構
築
な
ど
を
進

め
、
職
員
（
ひ
と
）
づ
く
り
基
本
方
針

や
実
施
計
画
に
基
づ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
ご
み
の
減
量
対
策
に
つ
い
て

問　
本
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
対
策
が

重
要
課
題
で
あ
る
が
、
葉
山
町
は
、
生

ご
み
を
土
の
バ
ク
テ
リ
ア
で
分
解
さ
せ

る
生
ご
み
処
理
機
キ
エ
ー
ロ
を
普
及
さ

民　
政　
会　
　
　
和
田　
厚
行

一　
市
営
住
宅
の
入
居
促
進
に
つ
い
て

問　
市
営
住
宅
は
、
福
祉
施
策
と
し
て

整
備
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
、
60

戸
か
ら
70
戸
が
空
い
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で
募

集
し
て
い
く
の
か
。

答　
本
市
の
市
営
住
宅
は
老
朽
化
し
て

い
る
も
の
が
多
く
、
平
成
23
年
度
か
ら

10
年
間
の
計
画
で
、
老
朽
化
木
造
戸
建

市
営
住
宅
集
約
事
業
を
実
施
し
、
現
在

の
空
き
状
況
は
63
戸
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
中
高
層
の
市
営
住
宅
で
生
じ
て

い
る
入
居
者
の
高
齢
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
衰
退
の
解
消
と
、
子
育
て

世
帯
な
ど
の
入
居
機
会
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
期
限
付
き
入
居
制
を
導
入
す
る

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
案
を
今
定

例
会
に
提
出
し
た
。
今
後
、
障
が
い
者

向
け
住
宅
な
ど
を
含
め
て
、
29
年
６
月

頃
に
は
入
居
募
集
を
行
い
た
い
。

要
望　
高
齢
者
の
た
め
に
市
営
住
宅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

二　
交
通
渋
滞
解
消
に
つ
い
て

問　
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
入
口
交
差
点
に
お

を
市
民
に
広
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
施
設
の
維
持
管

理
や
運
営
に
か
か
る
経
費
を
確
保
す
る

観
点
で
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
導
入
に

向
け
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

要
望　
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
と
な

る
こ
と
か
ら
、
行
政
は
経
営
感
覚
を
持

っ
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
や
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
開
設
な
ど
の
税
外
収
入

を
得
る
事
業
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

茂
り
、
大
量
の
害
虫
が
発
生
す
る
な
ど
、

近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
が
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
状
況
と
対
応
は
ど
う
か
。

答　
土
地
所
有
者
へ
の
通
知
な
ど
で
解

決
で
き
た
も
の
も
あ
る
が
、
未
確
認
の

も
の
は
、
現
在
43
件
と
な
っ
て
い
る
。

問　
今
ま
で
に
悪
質
な
も
の
に
対
し
、

ご
み
の
散
乱
防
止
等
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
市
長
に
よ
る
除
去
命
令
を
行

っ
た
事
例
は
あ
る
か
。

答　
通
知
や
口
頭
に
よ
る
指
導
は
あ
る

が
、
除
去
命
令
を
し
た
事
例
は
な
い
。

問　
今
後
、
条
例
に
基
づ
い
た
体
制
強

化
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
未
確
認

の
43
件
は
、
条
例
に
従
い
、
早
急
に
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
43
件
は
現
状
を
確
認
す
る
。
今
後
、

よ
り
効
果
的
な
運
用
を
検
討
し
た
い
。

ヤ
を
改
正
し
、
通
勤
者
向
け
に
林
業
セ

ン
タ
ー
入
口
の
停
留
所
を
新
設
し
た
。

問　
安
定
的
な
運
行
を
す
る
こ
と
で
収

入
増
加
に
つ
な
が
る
が
、
堀
西
・
千
村

地
区
を
通
る
新
ル
ー
ト
の
開
拓
も
視
野

に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　
道
路
の
幅
員
不
足
な
ど
、
安
全
な

走
行
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
今

後
、
解
決
に
向
け
調
整
し
て
い
く
。

要
望　
新
ル
ー
ト
の
検
討
と
併
せ
て
、

道
路
の
拡
幅
な
ど
交
通
安
全
対
策
も
進

め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
上
地
区
で
は
運

行
継
続
を
望
む
活
動
も
あ
り
、
引
き
続

き
、
安
定
的
な
運
行
に
努
め
て
ほ
し
い
。

に
当
た
る
が
、
隊
員
数
が
減
少
し
て
い

る
。
隊
員
の
増
加
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
登
山
経
験
だ
け
で
な
く
、
気
力
、

体
力
、
技
術
面
も
重
要
で
あ
る
た
め
、

職
員
か
ら
の
情
報
提
供
を
依
頼
し
、
適

任
者
に
応
募
し
て
も
ら
う
よ
う
、
積
極

的
な
声
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、

登
山
計
画
書
の
届
け
出
や
山
岳
保
険
の

加
入
を
啓
発
す
る
条
例
制
定
を
研
究
す

る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア

プ
リ
の
活
用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

二　
た
ば
こ
対
策
に
つ
い
て

問　
大
阪
府
八
尾
市
の
﹁
路
上
喫
煙
マ

ナ
ー
の
向
上
を
市
民
と
と
も
に
推
進
す

る
条
例
﹂
は
、
歩
行
中
や
自
転
車
に
乗

車
し
な
が
ら
の
喫
煙
な
ど
を
禁
止
し
て

ま
で
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
集
約

事
業
の
結
果
で
あ
る
が
、
十
数
年
、
入

居
募
集
せ
ず
に
集
約
す
る
こ
と
は
容
易

で
あ
り
、
誰
に
で
も
行
え
る
。
本
来
、

段
階
的
に
民
間
住
宅
を
借
り
上
げ
て
市

営
住
宅
と
し
て
位
置
付
け
、
集
約
す
る

べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
公
営
住
宅
供
給

目
標
量
設
定
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
計

に
基
づ
き
、
募
集
を
再
開
す
る
と
と
も

に
、
総
合
計
画
に
位
置
付
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
今
後
、
公
営
住
宅
供
給
目
標
量
設

定
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
確
認
し

な
が
ら
、
本
市
の
住
宅
供
給
目
標
な
ど

方
策
を
推
進
し
、
職
員
づ
く
り
の
基
本

理
念
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

二　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
で
、
公

共
施
設
利
用
料
金
の
適
正
化
に
伴
い
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
つ
い
て

質
問
を
行
っ
た
際
、
前
向
き
な
回
答
で

あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
と
い
う
名
称

自
体
が
定
着
し
な
い
中
で
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
を
実
施
す
る
と
市
民
や
利
用

者
も
混
乱
す
る
た
め
、
ま
ず
は
「
秦
野

市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
」
と
い
う
名
称

せ
る
こ
と
で
、
ご
み
減
量
に
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
本
市
で
も
キ
エ
ー

ロ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
キ
エ
ー
ロ
の
効
果
や
評
価
が
高
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
今
後
、
キ
エ

ー
ロ
の
供
給
体
制
を
含
め
民
間
団
体
と

の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
研
究
し
た
い
。

要
望　
生
ご
み
は
燃
や
さ
ず
、
資
源
と

し
て
土
に
戻
す
循
環
型
社
会
の
構
築
に

つ
な
げ
る
た
め
、
補
助
金
の
増
額
な
ど
、

積
極
的
な
普
及
活
動
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
空
き
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

問　
放
置
さ
れ
た
空
き
地
に
草
が
生
い

い
て
、
東
西
方
向
は
右
折
レ
ー
ン
と
右

折
矢
印
信
号
機
が
あ
る
が
、
南
北
方
向

に
は
な
い
。
交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

設
置
の
検
討
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
設
置
可
否
の
最
終
判
断
は
公
安
委

員
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
交
差
点
の
右

折
矢
印
信
号
機
の
設
置
は
、
秦
野
警
察

署
か
ら
上
申
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
４

方
向
に
右
折
矢
印
信
号
機
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
渋
滞
緩
和
と
安
全
対
策
の
強

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
管
理

者
（
県
・
市
）
や
交
通
管
理
者
（
警

察
）
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

新ルートの開拓が望まれる
（写真は「行け行けぼくらのかみちゃん号」）

ネーミングライツを導入し、税外収入の確保を
（写真はカルチャーパーク野球場）

表丹沢登山の安全対策を
（写真は救助隊による救助訓練の様子）

ごみ減量に大きな効果を発揮するキエーロの導入を
（写真は「バクテリアdeキエーロ」）

住宅確保要配慮者への支援を
（写真は市営入船住宅）

渋滞緩和のため、右折矢印信号機の設置を
（写真はテクノパーク入口交差点）

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

一
般
質
問
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、

　

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

（

）

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に
基
づ
く
住

宅
確
保
要
配
慮
者
の
た
め
の
市
営
住
宅

整
備
も
課
題
と
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

次
期
総
合
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
が
策
定

の
課
題
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
お
い

て
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
や
問
題
を
整
理
し
な
が
ら
、

集
約
事
業
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

お
り
、
本
市
で
も
条
例
を
制
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
市
内
４
駅
の
駅
前
広
場
に
灰
皿
を

設
置
し
、
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
は
減
少

し
た
が
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
受
動

喫
煙
対
策
の
要
素
を
含
め
、
近
隣
自
治

体
の
状
況
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
秦
野
た
ば
こ
祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト

時
に
お
け
る
分
煙
の
徹
底
と
マ
ナ
ー
向

上
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
５
月

31
日
の
世
界
禁
煙
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、

禁
煙
・
受
動
喫
煙
防
止
の
普
及
啓
発
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。




